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をもつAPC■-tin/+群はAPrmin/+Bclllb野生型に

比べ,有意に腫癌数が増加していた.腸管腺癌の

LOHを解析すると,ほとんどの腺癌でAPC野生

型アリルが欠損 しているにも関わらず,Bclllb

野生型アリルの欠損は見られなかった.これらの

結果から,Bclllbはハプロ型不全のがん抑制遺

伝子として腸管腺癌の発生に関与し,ヒト大腸が

ん発症にも関与する可能性が示唆された.
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脳形成障害 榊 経細胞移動異常症)は,脳の発

生過程における神経細胞移動障害により大脳皮

質の層構築異常を来した状態である.その形態よ

り滑脳症 (無脳軌 厚脳回),皮質下帯状異所性

灰白質,多小脳回,脳室周囲結節状異所性灰白質

などが知られている.その原因は遺伝性と外因性

があるが左右対称性の例は遺伝子異常が多い.近

年の精力的な研究により滑脳症の原因遺伝子と

して,LISl,DCX,ARK,14-SIZE,RELN,

VLDLRなどの各遺伝子が同産されている.今回,

LLSl,DCX , A見方各遺伝子異常による滑脳症およ

び皮質丁帯状異所性灰白質症例について報告す

る,
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5 日本人統合失調症多発家系を用いた連鎖解析

による疾患感受性遺伝子候補領域の発見
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統合失調症は,一般入口の約 10/Oが確患するあ

りふれた疾患であり,複数の遺伝因と環境因が影

響 して発症する複雑疾患と想定 されている.今

回,日本人の統合失調症多発躍恩家系について,

常染色体領域に分布する322個のマイクロサテ

ライ トマーカ-を用いて疾患感受性遺伝子の連

鎖解析を行った.ノンパラメ トリック解析では有

意な結果は得られなかったが,常染色体優性遺伝

モデルによるパラメ トリック解析において染色

体 4番長腕 (D4S2431:LOO値-i.69)および

染色体 3番長腕 (ATA34GO6:LOD値-1.62)

に有望な領域が見出され,各々はシミュレーショ

ンを用いた解析において有意な連鎖および連鎖

を示唆する値に相当した.同領域についてSNP
マ-カ-を用いた高密度マッピングを行い,両領

域中で篠患者間に共有されているハプロタイプ

を同定した.本研究において二つの統合失調症感

受性遺伝子の有望な候補領域が同定された.


